
共に学び合い　豊かな表現力を身に付けた　児童の育成を目指して
　 12月に実施しました学校評価の結果についてお知らせいたします。子どもたちは教育活動全般に渡り、様々な学習や学校行事において充実した取り組みができているようでした。保護者の皆様におきましては、各種PTA活動等への参加・協力、学習や学校行事での児童への支援等、あらため
て本校教育活動へのご理解、ご協力に心より感謝申し上げます。学校アンケートにおきましてもご協力をいただきありがとうございました。これらの結果を受けて、今後、さらに保護者や地域の皆様の信頼に応え、家庭、地域と一体となった活力のある教育活動を展開していきたいと思います。よろ
しくお願いいたします。

令和７年度 12月　鹿嶋市立高松小学校　学校評価アンケートの結果
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(３) 学校は，生命を大切にする心，社会のルー
ルを守る態度及び郷土を理解する心を育む教育
をしている。

(２) 学校は，いじめのない学校，学級，環境づく
りに取り組んでいる。

(１)学校は，児童生徒一人一人を理解し，大切に

している。

(2) 学ぶ意欲を向上させる授業の工夫 ：先生は，

子どもの興味や意欲を高める授業を工夫してい

る。

(1)基礎・基本の定着：先生は，基礎的な学力が

身に付くような分かりやすい授業をしている。

(４) 学校は，子どもの安全確保や健康管理のた
めの取組を十分行っている。

(２)学校は，家庭・地域と積極的に連携・協力して

いる。

(１) 学校は，個別面談や教育相談体制が充実し
ており，相談がしやすい。

【保 護 者】

３ 開かれた学校

２ 子ども理解

１ 分かる授業、楽しい授業等

(３)学校は，学校の情報や子どもの様子をお便り
やホームページ，その他の方法で情報をよく発信
している。

(3)  個に応じた支援：先生は，子どもに応じた学

習の手助けを行っている。

(5)お子さんは，家庭学習を毎日行っている 。
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【教 職 員】

（１）基礎・基本の定着
自分は、授業で子どもが学習したことをきちんと理解

しているかどうかを確認し ている。

１ 分かる授業、楽しい授業

（２）学ぶ意欲を向上させる授業の工夫
自分は、子どもが進んで学習に取り組めるよう､主体

的・対話的で深い学びの視点で授業を行っている。

（３）個に応じた支援
自分は、子どものつまずきを把握して、個に応じた学

習指導や補充指導等で、子どもを支援している。

２ 子ども理解
（１）子ども理解を基盤にした発達支援教育

自分は、子ども一人一人の個性を理解し、適切な
指導・支援をしている。
（２）安心できる学級・環境づくり

自分は、子ども一人一人が安心でき、所属感のあ

る学級づくり・環境づくりに取 り組んでいる。
（３）心の教育（生命尊重・規範意識の醸成・郷土愛の育み）

自分は、生命を大切にする心、社会のルールを守

る態度及び郷土を理解する心を 育む指導をしている。

また、家庭・地域社会との連携・協力の推進により郷

土を 愛する心を育む指導をしている。

３ 開かれた学校
（１）相談体制

学校は、個別面談や教育相談の場を活用し、児童
生徒や保護者の話をよく聞いて いる。

（２）家庭・地域との連携
学校は、日頃の教育活動に、家庭や地域の協力を

得る機会を設けている。

（３）情報の提供
学校は、学校の情報や子どもの様子を、適切な方

法で保護者や地域に伝えている。

（４）安全管理
学校は、安全計画・危機管理マニュアル等によって

組織的に安全管理がなされて いる。

（４）自己調整力の向上
子どもが自らの学びを見つめ、振り返りを生かした授

業となるようにしている。

（５）ICTの活用
ICT(Chromebook等)を活用した学びの充実を図って

いる。

0%

子ども理解について
相談体制について、児童・保護者からの肯定的回答が増

えました。秋に個別面談や教育相談期間等を実施し、児童

に寄り添う指導を目指し行いました。今後も、お子さんに関

して相談事がありましたら、お声掛けいただければと思いま

す。 いじめ防止について保護者からは肯定的回答が増えて

います。いじめ未然防止の点につきましては、啓発動画の

配信等、ICTの利点を生かしつつ、保護者との連携をより一

層密に行い、児童の安全安心のために取り組みたいと思い

ます。

開かれた学校について
文化祭や持久走大会、ふれあい活動など、学校の教育活動

を公開する機会を設けました。地域の方や保護者のボラン

ティアの協力もあり、児童は楽しむことができました。ありがと

うございました。児童・保護者ともに学校と地域の連携につい

て肯定的な回答が多かったです。学校ホームページを公開し

ております。日々の学校の様子を知る情報手段として、ぜひ

ご活用ください。また、メール配信システム「tetoru」や「ｃｌａｓｓ

room」を活用して、学校だけでなく公民館等各種教育機関か

らの催し物のご案内を配信しております。ぜひご一読ください。

分かる授業・楽しい授業について
７月結果と同様 「基礎・基本の定着」や「学ぶ意欲を向上させ

る授業の工夫」につきましては、児童、保護者ともに、肯定的なご

意見をいただくことができました。前回課題であった「個に応じた

支援」、「自ら学ぶ力を高めること」、「ICTの活用」については、前

回より肯定的な回答が増えました。この結果を踏まえ、基礎・基

本の確実な定着、表現力の育成、子どもたち自身が学びの変化

や達成感、成長を実感できる授業を目指し、指導法の工夫等を

すすめてまいります。また、家庭学習の充実につきましても、課

題を明確にし計画的に取り組めるよう指導してまいります。

56%

65%

77%

72%

57%

76%

58.%

67%

54%

56%

63%

57%

42％

74%

38%

32%

21%

24%

30%

17%

34%

30%

34%

26%

32.%

28%

25%

22％

0%

2%

3%

5%

10%

３%

7%

1%

7%

11%

3%

11%

8%

2%

2%

1%

2%

2%

3%

1%

1%

１%

３%

7%

２%

4%

4%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う まあそう思う あまりそう思わない 思わない

（３）心の教育（生命尊重・規範意識の醸成・郷土愛の育み）

学校で、命の大切さや社会のルール、郷土の

ことについて教えてもらっている。

（２）学ぶ意欲を向上させる授業の工夫
先生は、「知りたい」「やってみたい」「できるよ

うになりたい」と思うような授 業をしてくれる。

（１）基礎・基本の定着

先生は、分かりやすく勉強を教えてくれる。

（２）安心できる学級・環境づくり

わたしの学級は楽しく、教室は安心できる場

所である。

（１）子ども理解を基盤にした発達支援教育

先生は、がんばっていることをほめてくれたり、

困っているときに助けてくれたりする。

（３）個に応じた支援

勉強が分からないときには、先生が手助けを

してくれる。

【児 童】

１ 分かる授業、楽しい授業

２ 子ども理解

３ 開かれた学校

（１）相談体制
学習や生活などについて、学校の先生に相談

しやすい。

４ 自分の生活から

（１）元気に楽しく学校に通っている。

（２）私は，あいさつがよくできる。

（４）友達と自分の命を大切にして、仲良く協

力し合って生活している。

（３）自主学習にすすんで取り組んでいる。

（４）表現力の向上

教科の言葉を使って発表したり、まとめや振

り返りを書いたりしている。
（５）ＩＣＴの活用ICTの活用：，

授業の中でnavima school AI タイピング練

習アプリ 等 デジタル教材を活用している。

（2）地域連携

地域との行事などに進んで参加している。

学校がとても楽しいと思う児童 肯定的回答 ９５％ （本年度目標９４％）

あいさつがよくができる児童 肯定的回答 ８５％ （本年度目標９０％）

学校が安心できる場所だと思う児童 肯定的回答 ９２％

（本年度目標９０％）

(4) ICTの活用：先生は，授業の中でnavima school AI
タイピング練習アプリ等 デジタル教材を活用してい
る。

グランドデザインにおける主な数値目標との比較

【ご意見への回答（複数ご意見のみ）】〇 安心して子供を通わせています。これからもよろしくお願いします。〇 問題があればすぐに対処してくれていると思います。 〇 文化祭の学習発表、どの学年も素晴らしかったで

す。音楽発表は、学年にもよりますが、後列の子の顔が見えなくて残念でした。2曲やるなら、前後変えたりしていただいても良かったのではないかなと思います。 〇 持久走で、4年生が走っている時に車が入ってきてし

まい、危険を感じる場面がありました。→ご心配をおかけいたしました。安全対策について再検討いたします。〇 シフト勤務なので新年度の予定は早めに知りたいです。→年度末年度始めの予定につきまして、早めにお

知らせできるようにいたします。〇 イベントを小中一貫にするのをやめてほしい。→本校の特色を生かして小中合同で行う行事がありますが、小学校ならではの行事も大切にしていきます。〇 授業について回答しずらい。

→ご家庭で、お子さんとの会話の中で授業等について話題にしていただき、気になることがあればいつでもご相談ください。

生活アンケート等の結果から


